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日本は今、少子高齢化の進行に伴い、子どもの体力低下や運動習慣の喪失、地域コミュニティーの希薄化、
健康寿命の確保など、さまざまな課題に直面しています。
こうした中で、サッカーは単なる競技を超え、人と人をつなぎ、心と体を元気にし、社会を前に進める力になることが期待されています。

公益法人である日本サッカー協会（JFA）は、「サッカーの価値を社会に広げていく統括団体として、
サッカーを『見たい・したい』という人々の願いに応えるだけでなく、
不特定多数の人々の幸せや、持続可能な社会の実現に貢献する」という使命を担っています。
サッカーは、「子どもの健全な成長と学びの場づくり」「高齢者を含む多世代の健康づくり」
「男女共同参画や多様性の尊重」「地域の絆を深める場の創出」「災害時の支え合い」など、
私たちの暮らしに根ざした役割を果たすことができます。

また、全国で楽しまれているサッカーは、地域クラブやスタジアムを中心に、人々の誇りやつながりを育み、
交流人口や関係人口を広げることで、地域の元気を支えます。
さらに、世界で最も愛されるスポーツの一つであるサッカーは、国際大会や交流を通じて
異文化を理解し合い、日本の魅力を世界に届ける懸け橋ともなります。

だからこそJFAは、競技の強化や普及にとどまらず、
サッカーを社会課題解決のインフラとして活用し、未来にわたって愛される
持続可能なスポーツ文化を築くため、成長戦略を描く必要があります。
この成長戦略は、JFAだけでなく、サッカー界全体の力を結集し、

時代の変化に柔軟に対応しながら前に進むための共通の道しるべ
となります。

サッカーを、暮らしに根づく文化として、そして社会を支えるインフラとして育んでいく̶̶ 。
この成長戦略が、その第一歩となります。

日本サッカー協会（JFA） 会長

会長ステートメント
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理念

中期計画
全事業活動 全事業活動

中期計画*

大局的な中長期戦略を持つ
現在 2026-2031

＊2027年に再度リリース予定

JFA成長戦略の立ち位置

成長
戦略

理念 理念

成長
戦略
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私たちには大きな夢がある
FIFAワールドカップで優勝する
（日本でFIFAワールドカップを開催）

強化目標

普及目標 サッカーファミリーが1,000万人になる

JFAの約束2050
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JFAを取り巻く環境

JFAの抱える課題

リスペクト啓発

登録者の
維持・増加

暴力・暴言

熱中症

ジェンダー格差

部活動の地域連携

経済的格差

女子サッカ女子サッカーー
発展発展

定常収支バランス

FIFAワールドカップ優勝

スポーツ界やサッカー界が
抱える問題

JFAを取り巻く環境には
がある多くの問題・課題
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日本社会

地球環境

JFAを取り巻く環境

スポーツ界／サッカー界

少子高齢化

環境汚染
生物多様性
損失

資源枯渇 気候変動

孤独・孤立

社会保険料
負担増加 物価高騰

地球・社会問題も他人事ではなく
するJFAの抱える課題に影響
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この困難を
成長の好機に
変える
多面的な社会的価値を持つスポーツ・
サッカーだからこそできる――
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サッカーで未来をつくる
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子ども
その中心は

日本社会

暴力・暴言 出場時間
格差

移籍・登録
阻止

女子環境
格差

いじめ

不登校
自殺

体力低下

自己肯定感
低下

サッカー界
サッカーファミリー

日本サッカーの
文化・価値

競
技
と
し
て
の
サ
ッ
カ
ー

参
加
す
る
、楽
し
む
サ
ッ
カ
ー

Value

プロフェッショナルプロフェッショナルアマチュアアマチュア

ユースサッカー

Synergy

グラスルーツ

エリートユースユース

子どもを取り巻く環境

未来をつくる“子ども”を取り巻く環境には
がある多くの解決すべき問題

8



未来を担う子どもたちに、
今より良い状態で
サッカー環境をつなぐ
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成長戦略のBIG GOAL

❷ 
女子サッカーの拡大

❸ 
社会的価値の創出

成長戦略の
BIG GOAL

❶ 
競技面での成果
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成長戦略のBIG GOAL

成長戦略のBIG GOAL

相互循環することで「商業的価値」が高まる

❶  競技面での成果

投資財源の拡大

❸社会的価値の創出❷ 女子サッカーの拡大

収支均衡

±0億円 ※収入超過分は全て
　公益事業へ還元

財政規模

300億円 2025年度支出
約233億円（ （
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成長戦略のBIG GOAL

“サッカーで未来をつくる”ために
公益事業へ
さらなる還元を行う

“成長”の加速

海外サッカー協会の財政規模2020 2025 2031

女子サッカー普及

国際大会招致・開催 サステナビリティ活動デジタル推進

代表強化

指導者・審判員養成

ユース育成

など

財政規模

平均的な
伸び

【参考値】

成長戦略による
伸び

約233億円
約197億円

財政規模
300億円

スペイン
約690億円

イングランド
約1020億円

フランス
550億円

＊数値は2025年度   1£＝200円、1€＝185円で換算
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～理念を実現する上で欠くことのできない、安心・安全と信頼の土壌～
ガバナンス・コンプライアンス

1

1 2 3 4 5

2

3

組織・
人財戦略

サステナビリティ
戦略

DX戦略

Japan’s 
Way

女子
全体戦略

都道府県FA
発展戦略

パートナー
シップ戦略 国際戦略

連携

成長戦略の柱

成長戦略のBIG GOAL
❶  競技面での成果 ❸社会的価値の創出❷ 女子サッカーの拡大

成
長
戦
略
の
梁

BIG GOAL実現に向けた全体像
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成長戦略の柱
Japan’s 

Way

ダブルピラミッドで
世界一幸せな国へ

1 32 4 5

国際戦略

国際サッカーの
発展に貢献し、

国際プレゼンスを向上

女子
全体戦略

サッカー界ALLで
女子サッカーを発展

都道府県FA
発展戦略

各都道府県
サッカー協会（FA）の
経営基盤をサポート

パートナー
シップ戦略

価値共創を通じて
パートナー価値を

最大化

成長戦略のBIG GOAL
❶  競技面での成果 ❸社会的価値の創出❷ 女子サッカーの拡大

BIG GOAL実現に向けた全体像
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1 2 3 4 5
Japan’s 

Way
女子

全体戦略
都道府県FA
発展戦略

パートナー
シップ戦略 国際戦略

成長戦略の梁

成長戦略の柱

1 組織・人財戦略 成長戦略の推進に向けて
チャレンジが自然発生する組織に変革

2 DX戦略 デジタルを活用して、サッカーを
「する」「見る」「関わる」人々の豊かさをサポート

3 サステナビリティ戦略 未来の子どもたちのために、
サッカーを起点とした行動変容を創出

BIG GOAL実現に向けた全体像
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戦略の全体像 　　 　   　　　【サステナビリティ戦略】

VISION 
【目指す姿】

KGI 
【目標設定】

MATERIARITY×KSF
【重要課題×重要成功要因】

サスティナビリティ活動総称

サッカー環境の基盤づくり

未来を担う
子どもたちに、
今より良い状態で
サッカー環境を

つなぐ

サッカーを通じたウェルビーイングの創造

3. 暴力・差別等根絶
4. 子どもの体験格差解消
5. ジェンダー平等
6. 共生社会の実現

人権 PEOPLE

環境 PLANET

1. 気候変動緩和対策
2. 熱中症・落雷対策

健康 WELLBEING

7. 多世代の心と体の健康づくり 

教育 EDUCATION

8. 夢を描く教育

地域 COMMUNITY

9. 持続可能な地域
コミュニティへの貢献

ガバナンス

サッカーを起点とした
行動変容の創出

平均74％

80％
2025年サッカーファミリー調査にて
「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合

「行動」の変化
全てのKSFにて

44




